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資料５



１．高松市の就学前教育と小学校教育の連携・接続に関する現状

幼稚園 (R3.5.1)

施設数 園児数

市立 １９ ６４３

国立 １ ６０

私立 ２３ ３５４２

計 ４３ ４２４５

保育施設 (R3.4.1)

施設数 児童数

市立 保育所 ２６ ２４１８

私立
認可施設 ５２ ３７４４

認可外施設 ５９ ６９１

計 １３７ ６８５３

小学校 (R3.5.1)

施設数 児童数

市立 ４９ ２２３６９

国立 １ ６１４

計 ５０ ２２９８３

認定こども園 (R3.4.1)

施設数 園児数

市立 １０ １４４１

私立 ２５ ３６６４

計 ３５ ５１０５

就学前施設・小学校数と児童・園児数 （令和3年度参照）

・校区内の就学前施設

１施設～９施設

・幼稚園⇒認定こども園に移行

・ こども園、保育施設等の園児数が増加傾向

・さまざまな施設類型の保育施設

◆小学校には、複数、多類型の就学前施設から就学
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１．高松市の就学前教育と小学校教育の連携・接続に関する現状

（１）高松っ子いきいきプラン

・高松市の子どもたちの健やかな育ちを保障し、
０歳児から小学校１年生までの教育・保育が
さらに充実することをめざし、その取り組みの
方向性を示したもの

・高松市の就学前と小学校の教育・保育に携
わる教職員に向けた研修等により、活用して
いくもの

＊平成２３年３月 策定（高松市・高松市教育委員会）
⇓

＊令和２年３月 「高松っ子いきいきプラン改訂版」策定
※幼保一体化施設が幼保連携型認定こども園となり、
３要領や指針が改訂・施行されたことを踏まえ改訂
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（２） 高松っ子いきいきプラン改訂版活用推進協議会（R2年度～）

高松市内全ての就学前施設と小学校の教職員が
「高松っ子いきいきプラン改訂版」の趣旨、内容を
理解し、各施設の教育・保育実践に活かせるよう、
本プランを推進していく協議会

【協議会構成メンバー】
公立保育所・こども園・幼稚園・小学校の教職員
大学准教授・教育委員会事務局

【令和3年度】
「就学前教育と小学校教育の連携・接続」に関する
具体的な方法や、活用できるシート等について協議
し、「子どもの学びをつなぐ」資料としてまとめた。

１．高松市の就学前教育と小学校教育の連携・接続に関する現状
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（３）保育所・こども園・幼稚園・小学校合同研修会

・連携校区の小学校や就学前施設での参観
・子どもの実態や施設の取組についての情報交換
・連携校区の「接続カリキュラム」「交流計画」の作成
＊平成２２年度～公立施設（年間３回）
＊平成２７年度～希望する私立施設も参加

（４）幼小連携教育に関する研究指定事業

指定施設 協力施設

平成２４年度～ 公立幼 公立小

令和元・２年度 公立幼 公立保・公立小

令和３年度 公立幼・公立保 公立小

令和４年度 公立幼・公立保・公立小

１．高松市の就学前教育と小学校教育の連携・接続に関する現状

教育委員会主催の
研修会・事業への
参加施設が、
幼稚園から保育所、
こども園、小学校へ、
公立施設から私立施
設へと広がっている。

5歳児担任と1年担任
だけの連携。
連携の成果や接続カキュ
ラムが次年度に引き継が
れにくい。5



（５）各連携校区の連携・接続の実態調査（R3.8月） いきいきプラン
Reflectionシートより

 

子どもの学びを小学校につなぐ（就学前の先生の振り返り） 

 

 

【交流計画について】 

□ アプローチ・スタートカリキュラムを活用した計画になっていますか？ 

□ “去年と同じでいいや”と、検討をせずに計画していませんか？ 

□ 互いの先生が経験してほしいことや大切にしたいこと等の意見を出し合いましたか？ 

□ 活動の内容に無理はないですか？活動先行になっていませんか？ 

 □ 交流計画の内容を他のクラスの職員に周知していますか？ 

□ 交流後の互いの育ちについて話し合う場をもちましたか？→事例① 

 

【就学前施設の先生の振り返り】 

□ 子どもが自己表現する姿を十分に認め、自信や意欲につながるよう関わっていますか？    

□ 「そんなことしてたら小学生になれんよ」などと子どもにプレッシャーをかけていませ

んか？  

□ 小学校への緊張感を和らげる工夫をしていますか？→事例② 

□ 小学校の先生が就学前施設に来て子どもの様子を見る機会を計画していますか？ 

□ 小学校の先生に就学前施設で何を学んでいるかを引き継ぐ機会を設けていますか？ 

小学校に行くん、楽しみやな わたし、こんなことできるんよ！ 

小学校1学年担任

１．高松市の就学前教育と小学校教育の連携・接続に関する現状

公立・私立 保育所・こども園・幼稚園
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（５）各連携校区の連携・接続の実態調査（R3.8月）

のReflectionより

１．高松市の就学前教育と小学校教育の連携・接続に関する現状
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２．これからの高松市の保こ幼小の連携・接続

「子どもの学びをつなぐ」「持続可能な」保こ幼小連携・接続

（１）気軽に対話できる教職員関係の構築

（２）子どもの学びの共有と分析

（３）連携校区の実態に即した接続期カリキュラムの充実・改善

就学前に、どんなことを
経験していたのか、
いつでも気軽に話せる
教職員の関係づくりから。

就学前での学びが
小学校以降の学習や生活に
活かされるために、

子どもの学びを伝え合おう。

共に育てたい子どもの姿を
共有しよう。

接続カリキュラムが
引き継がれるようにしよう。
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２．これからの高松市の保こ幼小の連携・接続

「子どもの学びをつなぐ」「持続可能な」保こ幼小連携・接続

（１）気軽に対話できる教職員関係の構築

【カリキュラム開発会議設置】

①「高松っ子いきいきプラン活用推進協議会」の組織

を活かす。

②公立施設で構成されていた協議会メンバーに、私立

就学前施設を加えたA校区と、指定研究を行っている

B校区・C校区を開発校区として位置付ける。

③各開発校区の連携・接続状況に沿って、連携・接続

のステップアップが図れるよう、具体的な取組を協議

し、実践できるようサポートする。9



２．これからの高松市の保こ幼小の連携・接続

「子どもの学びをつなぐ」「持続可能な」保こ幼小連携・接続

（２）子どもの学びの共有と分析

【「子どもの学びトークシート」の活用】

①教職員間で、子どもの姿を伝え合う。

②幼児や小学生の学びについて、 「幼児期の

終わりまでに育ってほしい姿」や「3つの資質・

能力」から見取り、教職員間で共有する。

③子どもの学びの過程や、学びを保障し、つな

いでいくための環境・支援について分析する。

10



２．これからの高松市の保こ幼小の連携・接続

「子どもの学びをつなぐ」「持続可能な」保こ幼小連携・接続

（２）子どもの学びの共有と分析

【「交流・連携年間計画」「交流シート」「交流メモ」の活用】

①連携校区の実情から、「共に育みたい子どもの姿」を伝え合い、互恵性のある交流に

ついて計画する。

②教職員間で協働しながら実践する。

③小学生と幼児の学びを「３つの資質

・能力」から捉え、その学びを生み

出す教育環境・支援について分析

する。

④オンラインを活用した交流・連携に

ついて開発する。11



２．これからの高松市の保こ幼小の連携・接続

「子どもの学びをつなぐ」「持続可能な」保こ幼小連携・接続

（３）連携校区の実態に即した接続期カリキュラムの充実・改善

①就学前施設と小学校の教職員間が協働し編成・改善

※「接続期カリキュラム様式」を参考に各連携校区の接続期カリキュラムを編成

【保こ幼小合同研修会】

・５～７月 連携校区の就学前施設の教職員が１年生

の授業を参観後、スタートカリキュラムの

内容について協議

・８月 小学校接続期（4～7月）の実践と

就学前施設接続期（10月～3月）の計画をもとに協議

・２～３月 連携校区の小学校の教職員が５歳児の保育を参観後、アプローチカリキュラ

ムの内容について協議12



２．これからの高松市の保こ幼小の連携・接続

「子どもの学びをつなぐ」「持続可能な」保こ幼小連携・接続

（３）連携校区の実態に即した接続期カリキュラムの充実・改善

②持続可能な連携校区のカリキュラムとしての位置付け

・ 「幼小接続カリキュラムＰＤＣＡスケジュール（イメージ）」を参考に、接続期カリキュラム

を効果的に、どのように改善・評価していくかを開発する。

・連携校区の子どもの実態に即した接続

カリキュラムに改善されていく、持続可能

な連携校区のカリキュラムとして位置付け

られるような取組を

開発する。
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